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論文内容の要旨
本論文はガンマ線後方散乱を利用した土密度計を実用化するために必要な基本的な諸特性の解明を
目的として行なわれた研究の結果をまとめたもので10章よりなっている。
第 1 章は序論、ガンマ線密度計の特長と欠点、これまでの研究概要わよび本研究の意義と目的につ
いて述べてある。
第 2 章は 1 回散乱ガンマ線束を求める基本的な計算式について述べ、ガンマ線後方散乱型密度計の
場合は Sky Shine の計算と同じ座標系が有用であると考え、この座標系を用いて積分式を導いている
以下各章では、この式を実験条件に合わせて部分空間にわたって定積分を行なうことにより、ガンマ
線後方散乱型密度計の諸特性が脚月される。
第 3 章は密度計の密度依存特性にわよぼす散乱線エネルギ一範囲、検出器のエネルギー感度特性、
散乱物質の Z/A比などの影響について計算と実験から検討を加えている。散乱物質中に含まれる原
子番号の高い元素、ガンマ線源エネルギー、散乱物質の不均質性などによる影響についても実験によ
り追求している。また計算結果をもとにして密度依存特性の実験式を得ている。
第 4 章は平板状散乱物質厚さによる散乱線強度の飽和特性を計算と実験により求め、散乱物質の飽
和厚さについて検討がなされている。
第 5 章は計算と実験によって、散乱物質内の線源側および検出器側部分からそれぞれ生じている散
乱線強度の割合を求め、密度計の軸方向の影響範囲について述べている。
第 6 章はゲージと散乱物質問の空隙による見掛け密度の測定誤差にわよぼすゲージ配置およびガン
マ線源エネルギーの影響を述べている。
第 7 章は応用例として、突き固めた土の湿潤密度の測定にガンマ線後方散乱型と透過型密度計を利
用した場合の比較実験について述べている。
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第 8 章は密度の異なる 2 つの物質の境界にわける後方散乱型密度計の応答特性について、計算と実
験の両面から検討が加えられている。
第 9 章は実用的に重要な後方散乱型密度計の安定性の実験に関するもので得られた観測値は正規分
布の適合度の検定および分散分析がなされ、密度計を使用する上の注意を与えている。
第10章は総括として以上各章の結論を要約し、本研究で明らかになったこと、およびゲージの設計
上の指針が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、ガンマ線後方散乱を利用した土密度計の基本的諸特性について行なった研究結果をまと
めたものである。
著者は、土表面密度計の幾何学的配置を単純化し、コンプトン散乱に関し、 l 回散乱線束を求める
式を導き、これを部分空間にわたって数値積分することにより、密度計の特性を明白にすることがで
きた。また、計算と実験の結果から、後方散乱型密度計において、一次ガンマ線の平均自由行程で表
わしたゲージの長さは、基本となる量であって、ゲージのほとんどの諸特性はこの量の関数としてあ
らわせることを見出している。
これらの研究結果は、放射線工学の進歩に貢献するところが大きく、本論文は博士論文として価値
あるものと認Jめる。
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